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国
有
林
野
の
中
に
は
、
貴
重
な
動
植
物

の
生
息
・
生
育
す
る
森
林
や
、
地
域
を
代

表
す
る
森
林
生
態
系
と
し
て
重
要
な
森
林

が
多
く
存
し
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
そ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
特
に
保
護
を
図
る
べ

き
森
林
を
「
保
護
林
」
に
指
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
の
対
象
に
応
じ
た

保
全
・
管
理
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

幅
広
い
関
係
者
の
協
働
に
よ
る
生

物
多
様
性
の
復
元
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
間
伐

等
の
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
っ

て
も
、
貴
重
な
動
植
物
の
生
息
・

生
育
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
、
外
部
の
専
門
家
に

よ
る
委
員
会
を
設
置
し
、
対
策
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
動
植
物
の
保
護
を

「
目
的
」
と
し
た
取
組
や
「
配
慮
」

に
加
え
、
新
た
に
、
生
物
多
様
性

の
保
全
と
そ
の
他
の
機
能
の
総
合

的
な
発
揮
を
図
る
た
め
、
群
馬
県

内
の
１
，
８
０
０
㌶
の
一
団
の
森

林
を
対
象
に
「
オ
オ
タ
カ
モ
デ
ル

森
林
」
（
仮
称
）
を
設
定
し
、
オ

オ
タ
カ
に
象
徴
さ
れ
る
豊
か
な
森
林
づ
く

り
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
エ
リ
ア
に
は
オ
オ
タ
カ
の
ペ
ア
が

生
息
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
繁
殖
の
成
功

率
は
低
く
、
ま
た
、
通
常
に
比
べ
て
テ
リ

ト
リ
ー
が
広
い
こ
と
か
ら
、
生
息
環
境
の

改
善
が
望
ま
れ
ま
す
。
一
方
、
こ
こ
は
、

重
要
な
水
源
地
域
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工
林
が
75
％
を
占

め
て
お
り
、
適
切
な
整
備
に
よ
り
森
林
の

健
全
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的

な
木
材
の
供
給
基
地
と
し
て
の
役
割
も
求

め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
人
工
林
に
つ
い
て
、
間
伐

を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

立
地
条
件
を
踏
ま
え
て
、
４
分
の
１
を
天

然
更
新
に
よ
り
広
葉
樹
林
化
す
る
ほ
か
、

残
る
人
工
林
も
大
径
木
か
ら
な
る
森
林
へ

と
誘
導
し
つ
つ
、
小
面
積
の
皆
伐
を
継
続

的
に
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
一
定
の
エ
リ
ア
内
に
様
々
な
森
林
環

境
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
オ
オ
タ
カ
の
餌
と

な
る
多
様
な
野
鳥
等
の
生
息
環
境
の
造
成
・

維
持
と
、
人
の
生
活
に
必
要
な
資
源
（
水
・

木
材
）
の
持
続
的
な
供
給
を
両
立
さ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
オ
オ
タ
カ
は
、
生

態
系
の
頂
点
に
位
置
す
る
、
い
わ
ゆ
る

「
ア
ン
ブ
レ
ラ
種
」
で
あ
り
、
生
物
多
様

性
の
指
標
と
な
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
仮
に
、
何
ら
か
の
理
由
で
オ
オ
タ
カ

の
生
息
が
確
認
で
き
な
い
時
期
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
森
林
の
整
備
・
保
全
の
方
針

を
変
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

理
想
の
姿
に
誘
導
し
て
い
く
た
め
に
は
、

少
な
く
と
も
数
十
年
は
か
か
る
で
し
ょ
う

が
、
成
果
は
徐
々
に
あ
が
っ
て
く
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取
組
は
こ

れ
か
ら
で
す
が
、
本
年
度
は
、
そ
の
方
向

を
明
ら
か
に
す
る
計
画
を
取
り
ま
と
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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千
葉
市
中
学
校
へ
の
環
境
教
育
の
実
施

5
月
23
日(

土)

、
千
葉
市
稲
毛
中
学
校

の
生
徒
を
対
象
に
環
境
教
育
を
実
施
し
ま

し
た
。

こ
れ
は
例
年
「
い
き
も
の
村
」
近
く
に

あ
る
高
原
千
葉
村
で
、
千
葉
市
の
中
学
校

が
総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
体
験
学
習
を

実
施
し
て
お
り
、
赤
谷
セ
ン
タ
ー
か
ら
も

「
い
き
も
の
村
自
然
体
験
」
と
し
て
環
境

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
も
の

で
す
。

こ
の
取
組
は
千
葉
森
林
管
理
事
務
所
と

も
連
携
し
て
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
の
事

前
学
習
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

森
林
の
役
割
、
「
赤
谷
の
森
」
、
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
に
つ
い
て
、
よ
り
深

い
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
考
慮
し
て
い
る

も
の
で
す
。

「
い
き
も
の
村
自
然
体
験
」
で
は
、
セ

ン
タ
ー
職
員
を
講
師
と
し
て
「
い
き
も
の

村
」
周
辺
で
の
自
然
解
説
、
セ
ン
サ
ー
カ

メ
ラ
の
設
置
や
植
物
の
見
分
け
方
の
実
習

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
利
用
し
て
い
る
水
の
源
で

あ
る
利
根
川
上
流
域
「
赤
谷
の
森
」
の
動

植
物
や
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
に
も
っ

と
関
心
を
も
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

「
赤
谷
の
森
自
然
散
策
」
の
開
催

5
月
24
日(

日)

、
広
く
一
般
の
方
々
に

「
赤
谷
の
森
」
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
学

ん
で
頂
く
た
め
、
「
赤
谷
の
森
の
植
物
・

動
物
」
を
テ
ー
マ
に
「
赤
谷
の
森
自
然
散

策
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
小
学

生
か
ら
高
齢
の
方
ま

で
、
群
馬
県
内
か
ら

20
名
を
超
え
る
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。

「
赤
谷
の
森
」
に
到

着
す
る
ま
で
、
送
迎

バ
ス
で
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
組
を
紹
介

し

た

後

、

新

緑

の

小
出
俣
林
道
奥
の
大

お

い

ず

ま

た

カ
ツ
ラ
ま
で
散
策
し

な
が
ら
、
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
議
会
の
長
浜
陽
介
氏
が

「
赤
谷
の
森
」
の
動
植
物
に
つ
い
て
ガ
イ

ド
し
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
ラ
マ
ツ
の
漸
伐
試
験
地
で
は

セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
人
工
林
か
ら
自
然
林
に
復
元
す
る
取
組

や
植
生
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
ち
ょ
う
ど
ト
チ
ノ
キ
、
ホ

オ
ノ
キ
、
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
な
ど
の
花
が
満
開

で
、
タ
ゴ
ガ
エ
ル
の
産
卵
や
エ
ゾ
ハ
ル
ゼ

ミ
も
観
察
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
歓
声
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

今
回
の
自
然
散
策
で
は
、
「
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
は
面
白
い
」
「
森
に
棲

ん
で
い
る
生
き
物
の
話
は
新
鮮
だ
っ
た
」

「
大
カ
ツ
ラ
や
ブ
ナ
の
新
緑
が
素
晴
ら
し

い
」
な
ど
の
感
想
が
参
加
者
か
ら
聞
か
れ

大
変
好
評
で
し
た
。
今
後
も
「
赤
谷
の
森
」

の
素
晴
ら
し
さ
を
一
般
の
方
々
に
も
知
っ

て
も
ら
う
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

（３）平成２１年７月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６４号

「いきもの村」での自然観察

センサーカメラ設置の実習

ブナの生態について解説

終点の大カツラで休憩



特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
ぶ
く
ま
地
域

づ
く
り
推
進
機
構
は
、
福
島
県
阿
武
隈
地

域
に
お
け
る
事
業
創
出
を
支
援
す
る
中
間

支
援
組
織
（
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
ア
リ
ー
）

と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
福
島
県
内
で
の

中
山
間
地
域
活
性
化
の
先
導
的
モ
デ
ル
を

作
り
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
交
流
の

促
進
、
産
業
の
振
興
、
地
域
力
の
向
上
な

ど
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
広
く
公
益
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。

平
成
20
年
10
月
18
日
（
土
）
、
環
境
の

保
全
を
図
る
活
動
の
一
環
と
し
て
、
福
島

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
か
ら
の
委

託
に
よ
り
、
農
業
用
水
水
源
地
域
保
全
対

策
事
業
『
あ
ぶ
く
ま
の
水
源
を
歩
こ
う
～

葛
尾
川
源
流
（
五
十
人
山
）
散
策
と
、
間

か

つ

ら

お

伐
材
を
利
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
～
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

本
事
業
で
は
、
主
に
都
市
住
民
と
地
域

住
民
と
の
交
流
を
図
る
体
験
型
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
、
水
源
地
域
の
良
さ
を
実
感
し
、

同
時
に
荒
廃
し
つ
つ
あ
る
里
山
の
現
状
認

識
も
含
め
た
、
周
辺
環
境
保
全
の
重
要
性

を
Ｐ
Ｒ
。
森
と
水
の
連
鎖
か
ら
、
水
源
と

周
辺
環
境
保
護
の
大
切
さ
を
、
楽
し
み
な

が
ら
学
べ
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

午
前
中
に
つ
い
て
は
、
高
瀬
川
の
上
流

域
に
当
た
る
葛
尾
川
源
流
で
あ
る
五
十
人

山
（
う
つ
く
し
ま
百
名
山
）
へ
の
散
策
を

し
な
が
ら
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
島
県
も
り

の
案
内
人
の
会
」
メ
ン
バ
ー
の
ご
案
内
及

び
ご
指
導
に
よ
り
、
水
脈
（
湧
き
水
や
せ

せ
ら
ぎ
）
の
探
索
を
主
眼
と
し
て
、
鳥
・

虫
の
声
や
紅
葉
の
美
し
さ
、
さ
ら
に
は
ア

ケ
ビ
や
栗
・
キ
ノ
コ
等
の
自
然
の
恵
み
と

と
も
に
森
林
の
役
割
も
実
感
し
、
無
理
な

く
自
然
に
環
境
保
護
の
大
切
さ
を
学
べ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
。

昼
食
に
は
、
「
Ｊ
Ａ
ふ
た
ば
女
性
部
葛

尾
支
部
」
に
よ
る
地
元
食
材
を
利
用
し
た

食
事
（
凍
み
餅
の
じ
ゅ
う
ね
ん
餡
・
煮
物
・

漬
け
物
等
）
を
提
供
し
、
田
畑
へ
の
農
業

用
水
あ
る
い
は
、
飲
料
水
等
生
活
用
水
と

し
て
の
活
用
を
再
認
識
す
る
こ
と
。

午
後
に
は
、
「
磐
城
森
林
管
理
署
」
署

長
石
田
祐
二
氏
に
よ
る
『
日
本
の
森
林
の

現
状
と
地
球
温
暖
化
対
策
』
と
題
し
た
、

森
林
の
成
り
立
ち
や
森
林
と
木
材
が
持
つ

Ｃ
Ｏ
２
吸
収
・
排
出
削
減
の

潜
在
力
等

に
つ
い
て
の
講
義
。
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そ
の
後
に
、
先
の
散
策
で
採
集
し
た
木

の
実
や
間
伐
材
を
利
用
し
た
木
工
ク
ラ
フ

ト
の
制
作
を
通
じ
て
、
加
え
る
こ
と
（
植

林
）
・
減
ず
る
こ
と
（
間
伐
）
の
相
違
と

重
要
性
も
学
び
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
に
お
ん
ぶ
さ
れ
た
１
歳
の
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
77
歳
の
熟
年
女
性
ま
で
、
約

１
２
０
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
自
然

環
境
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。

農
業
を
始
め
、
必
要
不
可
欠
な
生
活
用

水
の
源
流
は
、
県
土
の
約
80
㌫
を
占
め
る

中
山
間
地
域
か
ら
流
れ
出
し
、
水
源
の
滋

養
の
ほ
か
、
国
土
・
自
然
環
境
の
保
全
、

心
を
癒
す
安
ら
ぎ
の
空
間
等
、
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
太
平
洋
に

注
ぐ
河
川
は
阿
武
隈
川
を
除
き
、
阿
武
隈

山
系
を
源
流
と
し
て
い
ま
す
が
、
中
で
も

当
機
構
が
事
務
局
を
置
く
葛
尾
村
は
、
請

戸
川
や
そ
の
上
流
の
泉
田
川
・
高
瀬
川
の

水
供
給
に
お
け
る
源
源
流
で
あ
り
、
森
林

の
80
㌫
が
国
有
林
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

然
環
境
も
ま
だ
ま
だ
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
中
山
間
地
域
に
お

い
て
は
、
高
齢
化
の
進
行
と
人
口
減
少
等

の
様
々
な
要
因
に
よ
り
、
農
林
業
の
後
継

者
不
足
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
た
め
、
里

山
が
荒
廃
し
つ
つ
あ
る
の
も
現
状
で
す
。

加
え
て
、
地
域
の
活
力
が
低
下
し
つ
つ
あ

り
、
産
業
の
振
興
・
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
重
要
か
つ
早
急
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

今
回
、
五
十
人
山
周
辺
が
国
有
林
の
た
め
、

磐
城
森
林
管
理
署
に
よ
る
有
形
無
形
の
ご

協
力
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
身
近
で
親
し
み
や
す
い
環
境
保
全

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
に
、
都
市
住
民
及
び

地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
り
、
地
域
活
性

化
の
一
助
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
つ
き
ま

し
て
は
、
磐
城
森
林
管
理
署
・
福
島
県
農

林
水
産
部
・
葛
尾
村
等
、
各
関
係
機
関
の

ご
協
力
を
得
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
、

報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（５）平成２１年 ７月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６４号

講義中：磐城森林管理署長

講義風景

蛙くん作ったよ

参加者の作品

クラフト作成中

実
施
日

平
成
21
年
8
月
8
日
（
土
）

実
施
場
所

笠
取
山
北
面
（
国
有
林
）

参
加
定
員

先
着
26
名

募
集
期
間

7
月
17
日
か
ら
31
日
ま
で

連
絡
先

埼
玉
森
林
管
理
事
務
所

守
屋
・
風
祭

電

話

０
４
９
４(

２
３)

１
２
６
０

磐
城
森
林
管
理
署
後
援

実
施
日

平
成
21
年
7
月
12
日
（
日
）

実
施
場
所

い
わ
き
市
平
下
神
谷

い
わ
き
市
平
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

午
前
９
時
集
合

参
加
定
員

40
名
程
度

連
絡
先

い
わ
き
市
平
字
正
内
町

１
０
７
ノ
３

い
わ
き
市
森
林
組
合
内

い
わ
き
青
年
林
業
会
議
所

事
務
局(

松
崎
）

電

話

０
２
４
６
（
２
３
）
１
５
９
９

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
４
６
（
２
３
）
１
５
２
６

服
装

帽
子
・
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
軍
手
・

長
靴
・
タ
オ
ル
な
ど



5
月
29
日
（
金
）
栃
木
県
日
光
市
（
旧

足
尾
町
）
の
日
光
森
林
管
理
署
管
内
の
国

有
林
に
お
い
て
、
「
足
尾
に
よ
み
が
え
っ

た
森
林
を
見
よ
う
！
～
国
有
林
治
山
事
業

の
成
果
～
」
と
題
し
た
見
学
会
を
行
い
ま

し
た
。
群
馬
県
内
を
中
心
に
、
千
葉
県
や

神
奈
川
県
か
ら
も
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

午
前
中
は
松
木
沢
や
久
蔵
沢
の
治
山
事

業
箇
所
の
現
地
見
学
、
午
後
か
ら
は
実
際

に
坑
道
跡
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
施
設
で

あ
る
「
足
尾
銅
山
観
光
」
を
見
学
し
、
坑

道
の
材
料
や
製
錬
の
燃
料
と
す
る
た
め
の

森
林
伐
採
、
銅
の
製
錬
過
程
で
発
生
す
る

亜
硫
酸
ガ
ス
や
山
火
事
な
ど
が
原
因
と
な
っ

て
荒
廃
し
た
足
尾
の
山
が
、
多
く
の
人
々

の
力
に
よ
っ
て
回
復
し
た
様
子
を
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

実
際
に
足
尾
の
緑
化
に
携
わ
っ
て
き
た

日
光
森
林
管
理
署
の
治
山
課
長
か
ら
の
現

地
説
明
に
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
使

わ
れ
て
い
た
植
生
盤
作
製
用
の
機
械
な
ど

に
触
れ
る
こ
と
で
、
足
尾
の
治
山
事
業
の

困
難
さ
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

治
山
事
業
箇
所
は
一
般
の
方
が
な
か
な

か
足
を
踏
み
入
れ
ら
れ
る
場
所
で
は
な
く
、

単
に
見
る
だ
け
で
は
ど
の
よ
う
な
施
工
箇

所
な
の
か
分
か
り
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、

担
当
者
か
ら
具
体
的
な
説
明
を
聞
け
た
今

回
の
見
学
会
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
満

足
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平成２１年 ７月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６４号（６）

松木沢での記念写真

日光署治山課長の説明を熱心に聞き入る皆さん。
「ゲートから先はなかなか入れる場所ではないので
大変勉強になった。」という声が聞かれました。

緑化作業に使われた植生盤を作る機械や植生袋に触れることで、事業の困難さを実感してもらいました。

●足尾治山事業における久蔵沢右岸付近の過去と現在

昭和40年代 平成18年



私
の
勤
務
す
る
甲
府
森
林
事
務
所
は
、

山
梨
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
甲
府
市
に

１
，
１
７
８
㌶
、
隣
接
す
る
山
梨
市
に
71

㌶
、
県
の
東
部
に
位
置
す
る
富
士
吉
田
市

に
16
㌶
、
計
１
，
２
６
５
㌶
の
国
有
林
と

官
行
造
林
７
２
６
㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

甲
府
市
に
あ
る
国
有
林
は
市
街
地
に
近

く
、
地
域
の
方
々
か
ら
「
裏
山
」
と
呼
ば

れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
甲
府
盆
地
の
降

水
量
が
少
な
い
気
候
か
ら
、
乾
燥
し
痩
せ

た
土
壌
が
多
い
た
め
ア
カ
マ
ツ
を
主
体
に

し
た
林
分
と
な
っ
て
お
り
、
松
く
い
虫
に

よ
る
被
害
が
毎
年
多
く
発
生
し
、
地
域
の

要
望
も
あ
っ
て
マ
ツ
枯
れ
の
対
策
に
追
わ

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

「
裏
山
」
に
は
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
要
害
山
」
が
あ
り
、
山
全
体
が
「
要

害
城
」
と
い
う
山
城
と
な
っ
て
い
ま
す
。

要
害
城
は
１
，
５
２
０
年
に
武
田
信
虎
が

築
い
た
も
の
で
、
居
館
と
政
庁
を
兼
ね
た

躑
躅
ヶ
崎
（
つ
つ
じ
が
さ
き
）
館
（
史
跡

で
は
武
田
氏
館
、
現
在
の
武
田
神
社
）
に

対
し
て
、
緊
急
時
に
立
て
こ
も
る
詰
城
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
信
虎
・

信
玄
・
勝
頼
と
三
代
に
わ
た
っ
て
使
用
さ

れ
、
武
田
氏
滅
亡
後
は
甲
斐
を
領
有
し
た

者
が
手
を
加
え
て
利
用
し
て
い
た
様
で
す

が
、
新
城
の
甲
府
城
（
通
称
・
舞
鶴
城
）

が
完
成
し
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
も

山
頂
に
至
る
道
の
要
所
要
所
に
は
門
跡
の

石
積
み
が
見
ら
れ
、
戦
国
の
雄
武
田
氏
の

城
郭
が
偲
ば
れ
ま
す
。

ま
た
、
甲
府
市
内
の
小
中
学
校
の
学
校

林
（
部
分
林
）
が
3
箇
所
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
林
の
周
囲
に
遊
々
の
森
を
設
定

し
、
山
梨
県
や
甲
府
市
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
な
が
ら
学
校
が
進
め
る
森

林
環
境
教
育
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

富
士
吉
田
市
に
あ
る
諏
訪
森
（
す
わ
の

も
り
）
国
有
林
に
は
江
戸
後
期
か
ら
続
く

樹
齢
２
５
０
年
以
上
の
ア
カ
マ
ツ
林
が
立

ち
並
び
、
一
部
は
特
別
名
勝
富
士
山
（
吉

田
口
登
山
道
、
古
道
と
し
て
は
唯
一
、
徒

歩
で
ふ
も
と
か
ら
富
士
山
の
頂
上
ま
で
利

用
で
き
る
登
山
道
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
59
年
度
に
隣
接
し
て
い
た
旧
苗

畑
を
市
へ
売
却
し
、
現
在
は
公
園
（
富
士

パ
イ
ン
ズ
パ
ー
ク
）
と
し
て
整
備
さ
れ
、

駐
車
場
か
ら
雄
大
な
富
士
山
が
眺
め
ら
れ

ま
す
。
冬
に
は
芝
生
広
場
が
一
面
の
雪
景

色
と
な
り
、
ソ
リ
で
遊
ぶ
子
供
達
の
姿
が

見
ら
れ
る
そ
う
で
、
市
民
の
憩
い
の
場
所

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
山
梨
県
で
は
山
火
事
が
多
く
、
昨

年
末
に
民
地
で
20
数
㌶
以
上
延
焼
し
た
こ

と
や
、
４
月
に
は
国
有
林
か
ら
２
０
０
㍍

程
し
か
離
れ
て
い
な
い
民
地
の
竹
林
が
燃

え
る
な
ど
、
林
野
火
災
が
心
配
さ
れ
る
土

地
柄
で
す
。
ま
た
、
国
有
林
内
の
県
市
道

路
沿
い
に
は
大
量
の
空
き
缶
や
生
活
ゴ
ミ
、

廃
タ
イ
ヤ
等
が
捨
て
ら
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
ア
ン

ド
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
５
月
に
実
施
し
、
山

梨
県
と
甲
府
市
に
も
ご
協
力
を
頂
い
て
片

付
け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

森
林
官
に
着
任
し
２
箇
月
が
過
ぎ
た
ば

か
り
で
す
が
、
今
後
も
開
か
れ
た
国
有
林

と
し
て
、
地
域
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
梨
森
林
管
理
事
務
所

甲
府
森
林
事
務
所

森
林
官

勝
又

好
徳

諏訪森アカマツ林を通し富士山を望む

北中学校へ感謝状を送呈

（７）平成２１年 ７月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６４号

要害山（要害温泉の躑躅と要害山）



実
施
日

平
成
21
年
8
月
20
日
（
木
）

実
施
場
所

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー

参
加
定
員

親
子
50
名

（
応
募
者
多
数
の
時
は
抽
選
）

連
絡
先

〒
193-

0844

八
王
子
市
高
尾
町

２
４
３
８
ノ
１

電
話
番
号

０
４
２
（
６
６
３
）
６
６
８
９

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
で
、

参
加
者
全
員
の

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

（
学
年
）
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
下
さ
い
。

申
込
締
切

平
成
21
年
8
月
6
日
（
木
）

h
ttp

:/
/
h
om

ep
age3

.n
ifty.com

/
takaosc/

男
体
山
は
、
栃
木
県
北
西
部
、
日
光

連
山
の
西
側
に
そ
び
え
る
栃
木
県
を
代

表
す
る
山
で
、
標
高
は
２
，
４
８
６
ｍ

あ
り
ま
す
。

成
層
火
山
ら
し
い
、
ゆ
る
や
か
な
裾

野
を
広
げ
る
円
錐
状
の
山
体
は
、
関
東

一
円
か
ら
望
ま
れ
、
古
く
か
ら
山
岳
信

仰
の
対
象
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

山
頂
に
は
日
光
二
荒
山
神
社
の
奥
宮

が
あ
り
、
眼
下
に
中
禅
寺
湖
、
遠
く
富

士
山
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
光
国
立
公
園
の
景
勝
地
は
、
男
体
山

の
噴
火
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
湯
川
が
せ

き
止
め
ら
れ
て
で
き
た
湖
が
中
禅
寺
湖
、

そ
の
流
出
口
が
華
厳
の
滝
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
堆
積
地
と
し
て
戦
場
ヶ
原
や

小
田
代
ヶ
原
が
形
成
さ
れ
、
戦
場
ヶ
原
に

は
、
日
光
の
神
（
男
体
山
）
と
赤
城
の
神

（
赤
城
山
）
が
そ
れ
ぞ
れ
大
蛇
と
大
百
足

に
化
け
て
、
戦
っ
た
と
い
う
伝
説
が
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。

い
ろ
は
坂
を
登
り
切
っ
た
明
智
平
展
望

台
か
ら
男
体
山
の
東
南
斜
面
を
仰
ぎ
見
る

と
、
山
腹
に
深
く
浸
食
さ
れ
た
谷
（
薙
）

な
ぎ

が
目
に
入
り
ま
す
。

こ
の
浸
食
谷
は
、
崩
れ
や
す
い
地
質
に

加
え
て
、
降
水
量
も
多
い
こ
と
か
ら
で
き

た
も
の
で
、
過
去
の
台
風
に
よ
る
豪
雨
に

よ
り
、
下
流
部
の
住
居
や
国
道
等
に
土
砂

を
流
出
さ
せ
る
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。男

体
山
の
治
山
事
業
は
、
災
害
を
防
ぎ
、

多
く
の
人
々
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
昭

和
三
五
年
か
ら
民
有
林
を
対
象
と
し
て
国

有
林
が
実
施
す
る
直
轄
治
山
事
業
と
し
て

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
開
始
か
ら
半
世
紀
を
経
過
し
た
現

在
は
、
緑
化
が
進
ん
だ
た
め
、
明
智
平
か

ら
の
展
望
に
お
い
て
も
、
赤
茶
け
た
浸
食

谷
が
目
立
た
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

当
初
の
カ
ラ
マ
ツ
植
栽
箇
所
は
間
伐
を
行

う
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

男
体
山
の
裾
野
に
広
が
る
奥
日
光
は
、

国
内
有
数
の
景
勝
地
。
春
か
ら
初
夏
に
は
、

ツ
ツ
ジ
や
ズ
ミ
の
花
、
盛
夏
に
は
避
暑
、

秋
に
は
紅
葉
を
求
め
、
年
間
を
通
じ
全
国

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

日
光
森
林
管
理
署
と
し
て
は
、
こ
の
豊

か
な
森
林
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
快
適

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
森
林
整
備
、

保
護
対
策
等
を
、
地
元
の
自
治
体
や
ボ
ラ

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
日
光
森
林
管
理
署
広
報
広
聴
連
絡
官
）

発
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明智平から治山事業地遠望

中禅寺湖と男体山

平成２１年 7月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ６４号（８）


